
東京工業大学フードトラック業務委託者選定審査要項及び審査基準 

 
1. 目 的 

東京工業大学フードトラック業務委託業者選定にあたって、申請者の提出する資料及びプ

レゼンテーションを審査することを目的とする。 

 
2. 採択案件の決定方法 

提案された企画について審査を行い、各評価項目の得点合計が最も高い者と契約交渉を行

い、交渉の結果、契約条件に合意した場合に採択案件として決定する。 

 

3. 審査方法 

企画提案書等に基づき、東京工業大学内に設置する「東京工業大学フードトラック業務審

査委員会」（以下「審査委員会」という。）において第1次審査（書類審査）及び第2次審

査（プレゼンテーション審査）を実施する。また、必要に応じて審査期間中に提案の詳細に

関する追加資料の提出を求めることがある。 

出店者の選考にあたっては、全体の満点の1/2を超える点数を獲得した応募者のうち、合

計点数の最も高い事業者を選定する。ただし、最も点数の高い応募者が個別の項目に重大な

欠落があるときは、審査委員の協議により決定する。同点の場合は、点数配分の高い項目で

再審査する。 

 

（１）第 1 次審査（書類審査） 

事前に提出された書類に基づき、第 2 次審査（コンペティション）に参加する者を選定す

る。 

 

（２）第 2 次審査（コンペティション） 

ⅰ）申請者からの提出書類とプレゼンテーション及び質疑応答を含め２５分程度のヒア

リングを実施し審査委員は審査票により審査する。 

 

ⅱ）審査委員長は審査票をとりまとめ、申請者のうち最も合計点数が高い者を選定する。

ただし、 最高得点を取ったものが複数存在した場合は、点数配分の高い項目で再審査

する。  

 

ⅲ）審査委員はプレゼンテーション前に提出した書類に目を通し、ヒアリングの最中に採

点をすることができることとし、全てのヒアリングが終了した時点で採点の全てを見直

し、誤りがないことを確認して審査委員長に提出する。審査委員は、提出後は採点結果

を修正することはできない。ただし、会社名等の採点以外の記入漏れは修正することが

できる。 

 

ⅳ）審査での評価項目，配点 

  別紙１のとおり。 

 

ⅴ）ⅳ）における評価基準は以下の通り。  

審査委員１人の点数は５２点満点とし、審査員１人の満点数に委員数を乗じた点を全

体の満点とする。①～③の各項目における各評価内容は、５点満点で評価を行う。 

５点：非常に優れている。 

４点：優れている。 

３点：標準的。 



２点：期待される内容を下回っている。 

１点：期待される内容を著しく下回っている。 

 

④の項目における評価内容は、以下の認定等の中で該当する最も配点の高い区分によ

り評価を行う。なお，内閣府男女共同参画局長の認定等相当確認を受けている外国法人

については，相当する各認定等に準じて評価する。 

 

○ 女性の職業生活における活躍の推進に関する法律（女性活躍推進法）に基づく認定 

（えるぼし認定企業・プラチナえるぼし認定企業） 

・認定段階１（労働時間等の働き方に係る基準は満たすこと。）＝０．５点 

・認定段階２（労働時間等の働き方に係る基準は満たすこと。）＝１点 

・認定段階３＝１．５点 

・プラチナえるぼし認定＝２点 

・常時雇用する労働者の数が３００人以下の事業主に限る（計画期間が満了していな

い行動計画を策定している場合のみ）＝０．３点 

○ 次世代育成支援対策推進法（次世代法）に基づく認定（くるみん認定企業・プラチ 

ナ認定企業） 

・くるみん（旧基準）認定＝０．５点 

・くるみん（新基準）認定＝１点 

・プラチナくるみん認定＝１．5 点 

○ 青少年の雇用の促進等に関する法律（若者雇用促進法）に基づく認定 

・ユースエール認定＝１点 

○ 上記に該当する認定等を有しない＝０点 

 

 

４．スケジュール（予定）  

令和３年１２月中旬      審査委員会の設置  

令和３年１２月下旬     公募開始（公示）  

令和４年 １月２７日（木） 応募締切  

令和４年 １月２８日（金）～２月２日（水） 第1次審査実施（書類審査）  

令和４年 ２月 ３日（木）～２月９日（水） 第2次審査実施（コンペティション）  

令和４年 ２月中旬    交渉権者決定。交渉権者に連絡。  

令和４年 ２月下旬～令和４年３月  契約締結



別紙１ 評価項目・配点表 

 

評価項目 配点 評価内容 

①経営内容の総合評価 5 ⚫ 直近の年度の経営状態が分かる会社概要（パ

ンフレット等）を持参すること。 

②フードトラック登録台数 5 ⚫ 登録台数及び取扱品目は十分なラインナップ

か。 

③提案書 学生及び教職員

等へのサービス

向上への配慮 

5 

5 

計 10 

⚫ メニューの構成・価格は適正か。 

⚫ 貸付料・施設使用料の提案内容は妥当か。 

 環境等への配慮 5 

 

⚫ 販売に使用する車両情報が提示されている

か。 

⚫ ゴミ処理及び適切な清掃について提案されて

いるか。 

 安定的・継続的

な販売 

5 

 

5 

 

5 

計 15 

⚫ フードトラック出店スケジュール案（台数、

営業時間）等は妥当か。 

⚫ スケジュール案に記載の出店店舗との共同出

店に係る契約書は提示されているか。 

⚫ 衛生管理はきちんとされているか。苦情・要

望等に対する対応は可能か。 

 各キャンパスへ

の出店 

5 ⚫ 大岡山キャンパス及びすずかけ台キャンパス

の両キャンパスの出店が可能か（別紙４図

面） 

 その他参考とな

る事項 

5 ⚫ 公共機関・大学等でも出店実績があるか。（大

学名・出店数） 

⚫ 年間収支計画書が提示されているか。 

④ワーク・ライフ・バランス

等の取組 

２ ⚫ ワーク・ライフ・バランス等の推進に関す

る認定等又は内閣府男女共同参画局長の認

定等相当確認を有していること。  

合計 5２  

 


